
 

                                                             
                                                          

実りの秋、一歩ずつ前へ 
長かった夏休みが終わり、いよいよ 2 学期が始まりました。皆さん

は、この夏休みをどのように過ごしましたか。部活動や勉強、家族との

時間、友人との思い出など、それぞれが充実した夏を過ごせたことと

思います。一方で、「もっと勉強しておけばよかった」「生活リズムが乱

れてしまった」と感じている人もいるかもしれません。夏休みの経験を

振り返り、良かったことはこれからも続け、反省点は 2 学期に改善し

ていきましょう。 

2 学期は学校行事が多く、皆さんが大きく成長できる学期です。特

に９/25（金）には体育祭が予定されています。どの行事にも共通する

のは、個人の頑張りはもちろんですが、クラス集団としてどのように協力し目標に向かって努力してい

くかが大切になってきます。学校という場で身につけるべきスキルは、知識・技能だけではありま

せん。行事を成功させるべく一つの目標に向かって、目標やクラスメイトとどのように関わり、自分の

力を影響させていくのかという経験を通じて、思考力・表現力・判断力や主体的に取り組
む力を成長させる絶好の機会です。何も特別なことをするわけではありません。自分のできること

を、それぞれのクラスでしっかりと行ってもらいたいと思います。 
 

□ お知らせ その１：9月の行事予定について 

9 月の行事予定 
日 月 火 水 木 金 土 

8/30 31 9/1 
始業式 

2 
到達度テスト 
（1～4 限） 
5・6 限：通常授業 

3 
45 分×5 コマ 

地域連携活性化事業に

おける講演会（6 限） 

4 
 
 

5 
 

5 
 
 

7 
 
 

8 
 

9 
DX ハイスクールに係

る講演会（5・6 限） 

10 
 

 

11 
 

12 
 
 

13 
 
 
 

14 
45 分×6 コマ 

体育祭練習
（～9/17） 

15 
 

16 
 

17 
 

18 
午前授業 
（45 分×6 コマ） 

午後 
体育祭準備・練習 

19 
 
 

20 
 

21 
敬老の日 
 
 
 

22 
国民の祝日 
 
 

23 
秋分の日 
 
 

24 
体育祭予行 

25 
体育祭 

26 

27 28 
体育祭予備日 

29 
体育祭予備日 

30 10/1 2 3 

※シルバーウィーク 
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「ゴールデンウィーク」になぞらえて名付けられたという説や、高齢者を敬う「敬老の日」が

含まれていることから、シルバー世代に向けた連休という意味で呼ばれるようになったという

説など、由来にはさまざまな説がある。祝日法第 3条第 3項には、「その前日及び翌日が『国民

の祝日』である平日は、休日とする」という規定があり、9/22（火）が祝日（俗にオセロ休日

と呼ばれる）となった。次回のシルバーウィークは 2032年になる見通し。 

オセロ休日！！ 



□ お知らせ その 2：体育祭について 
9/25（金）に体育祭を実施します。今年度は、例年３年生のみが披露し

ていたダンスを、１～３年生の全学年で行う予定です。また、「体育大会」

から「体育祭」へと名称も変更され、これまで以上に生徒が主体となって

企画・運営する行事へと変わっていきます。生徒一人ひとりが力を合わ

せ、学年を越えて盛り上がる体育祭となることを期待しています。 

 

□ お知らせ その 3：各種検定受験のご案内 

資格は、進路選択の際に自分の強みを示す１つの材料にもなります。３年生にな

ってから慌てて取得しようとするのではなく、１・２年生のうちから計画的に、さま

ざまな資格取得にチャレンジしてほしいと思います。興味のある資格や、自分の進

路に役立つ資格を見つけ、今から一歩ずつ準備を進めていきましょう。 

※令和８年度第３回漢字検定（３学期実施）では 1 年生全員受験の予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置について 
よ～い 

皆さんが今過ごしている高校 1 年生の頃、私は漠然と「教師になりたい」と 

思っていました。それ以降は目標に向けてさまざまな進路活動をしました。 

その１つである大学選びは、「教師になる」という目標から逆算することで、 

迷わず決めることができました。 

これまでの歩みを振り返り、その中で特に大切だと感じるのは、「最終的には自分で決めること」

と「置かれた環境で精いっぱい頑張ること」の 2 つです。 

これから進学する人、就職する人、それぞれ異なる進路へと歩みを進めていきます。極論を言え

ば、どんな進路選択をしても良いと思います。大事なのは、その先で精いっぱい頑張ること。そうす

れば、必ずいい未来が待っています。そして、その場所で頑張り続けるために欠かせないのが「自分

で決めた」という覚悟です。しっかり悩み、覚悟をもって自分で決めた進路だからこそ、つらい時や

壁にぶつかったときに踏ん張りがききます。自分で選択した進路だからこそ、精いっぱい頑張った

結果に心から満足できると思います。 

まずは目の前の歩みの第一歩を、皆さんの力でスタートさせてみてください。 

作間夏生先生（理科）の進路決定までの歩み 

cf）履歴書（全国高等学校統一用紙）より一部抜粋 

早いうちから資格を取ろう！ 

進学も総合型選抜や学校推薦選抜の

志望理由書などに、取得した資格を記

入する欄を設けている大学も多い！ 

積極的にボランティア活動や JOB トラ

イやるに参加しよう！ 

自分にしか話せない何かを作ろう！ 

HP 掲載のため、 

写真は割愛 


